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特別損失の計上及び業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

当社は、下記のとおり特別損失を計上することとなりましたのでお知らせいたします。ま

た、平成 29 年 4 月 28 日に公表した平成 29 年 6 月期の通期連結業績予想値と本日公表の実績

値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．特別損失の内容 
当社が保有する固定資産について、今後の事業環境等を踏まえ、当該固定資産に係る回収

可能性を検討した結果、平成29年６月期連結累計期間の決算処理におきまして、260 百万円

の特別損失を計上いたしました。これは、当社の自遊空間店舗の一部において固定資産除却

損16百万円、減損損失100百万円を計上したこと、平成29年５月１日に連結子会社化した株式

会社ランセカンド（※旧名称、INCユナイテッド株式会社）の一部の店舗において固定資産売

却損24百万円、固定資産除却損６百万円、店舗閉鎖損失32百万円、減損損失81百万円等を計

上したものであります。 

 本件におきましては、本日発表の平成29年6月期決算短信〔日本基準〕(連結)に反映されて

おります。 
 
２．平成 29 年 6 月期通期(平成 28 年 7 月 1 日～平成 29 年 6 月 30 日)連結業績予想値と実績

値の差異について 
 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 
（△は純損失） 

1 株当たり当

期純利益 
（△は純損失）

前回発表予想（A） 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

8,500 75 70 △255 △130.54
今回実績（B） 8,466 94 101 △226 △116.09
増減額（B－A） △33 19 31 29 ―

増減率（％） △0.4 25.9 45.5 ― ―

（ご参考）前期実績 
（平成 28 年 6 月期） 8,150 213 220 25 12.41

 
２．差異の理由 
 利益の主な差異要因として、全社的なコストの見直しを図ったこと、また、店舗運営事業

における既存店の売上が堅調に推移したことにより約 10 百万円の差異が発生しました。加え

て、平成 29 年５月１日に連結子会社化した株式会社ランセカンドの運営する店舗への新規設

備投資を最適化し、一部の投資時期が翌期へずれ込んだことよって約 20 百万円の差異が発生

しました。これらの要因によって前回予想値よりも上回る実績となりました。 
 

以上 
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